
メダカは田んぼや小川などに生息する日

本ではなじみの深い魚として知られてい

ますが、近年このメダカが遺伝学の分野

で急速に注目を浴びるようになってきま

した。それは日本では古くからメダカを用

いた遺伝に関する研究が行われていた

ために、自然界から得られたり人工的に

得られたりした多くの変異体がいること

や、数十世代にわたる交配を繰り返して

作られた純系が存在し、これらが現代の

遺伝学の研究においてとても利用価値

が高いことが認識されたからです。

また、メダカの卵は透明なため殻の外か

ら発生の様子を観察することができま

す。その特徴を利用して私たちは発生過

程がおかしくなる変異体をたくさん見つけ

ることができました。それらのなかには心

臓の拍動がおかしくなったり、眼の色素

がなかったり、内臓や骨ができないなどの

異常を持つものもおり、これらはヒトの遺

伝病と深く関わっていることが考えられま

す。私たちはその原因となる遺伝子の異

常を突き止めることにより我々ヒトを含め

た脊椎動物（背骨を持つ動物）のからだ

づくりに重要な役割を持つ遺伝子とその

働きを明らかにできると考えています。

田んぼから実験室へ
―新しい実験動物モデル：メダカ

武田洋幸 東京大学大学院理学系研究科展示責任者

植物は、光合成によって、水・炭酸ガス・

太陽光エネルギ－から有機物を生産し、

同時に酸素を排出しています。この有機

物と酸素は、われわれ人間や動物、菌類

など地球上の多くの生物の生存に絶対

必要なものです。ラン藻（藍色細菌、シ

アノバクテリアともいいます）は、植物と

同じ様式の光合成をする非常に簡単な

体制をもった生物で、植物の葉緑体の起

源となったと考えられています。ラン藻類

には、人間の体内時計と同様、24時間

周期で時を刻む時計が備わっています。

時計の影響は全ゲノム遺伝子におよぶ

大規模なものです。また、ラン藻類には

窒素固定をするものや、好熱性のものな

どさまざまなバリエーションがあり、分子生

物学の研究やゲノム研究の対象として

非常に注目されています。わたしたちは、

ラン藻類から代表的な数種を選び、その

ポストゲノム研究を進めています。発表

では、ラン藻とはどんな生き物か？その時

計とはどんなものなのか？ゲノムを研究

するとどんなことがわかるのか？それに

よってどんな可能性が広がるのか？など

をわかりやすく説明します。是非ポスター

を見ながら質問してください。

光合成微生物（ラン藻）のゲノム：
バクテリアにもある体内時計
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ヒトの脳と眼の起源を探る
―ホヤの脳神経系―
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海中の岩や桟橋の柱などに付着して生

活するホヤは、「ホヤ貝」と呼ばれることも

あり、軟体動物とも思われがちですが、じ

つは私たち脊椎動物と近縁な動物です。

卵から孵化した幼生はカエルのオタマジ

ャクシに似た姿で、簡単な眼や脳をもっ

ていて泳ぎ回ります。ヒトの脳は数百億

個以上の細胞でできていますが、ホヤの

脳にはわずか３００個ほどの細胞しかあり

ません。細胞の核に含まれる遺伝情報

（ゲノム）もホヤではヒトのおよそ２０分の

１ほどです。昨年末にはホヤの全ゲノム

配列がほぼ決定されました。このようなホ

ヤの特徴を生かして、脳神経系を形作る

ための遺伝子プログラムを明らかにしよ

うとしています。遺伝子を調べることで、

ホヤの眼が作られるしくみや光を感じるし

くみにヒトの眼との共通性がみえてきまし

た。この研究を通して、ヒトにも共通の、

眼や脳が作られるしくみの解明や、私た

ちの眼と脳の起源や進化の理解をめざ

しています。脳神経系ではたらく遺伝子

や眼の立体画像、幼生が泳ぐ様子、生

きたホヤなど、ホヤの遺伝子や細胞から

行動までを紹介します。
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「最初の陸上植物」ゼニゴケから見えるオスとメス
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なぜ生物にはオスとメスがあるのでしょう

か？

オスとメスの区別がある生物のほとんど

は性染色体をもっています。このことから、

オスをオスらしくし、メスをメスらしくする情

報は、性染色体のDNAに刻まれていると

考えられます。では、どのような情報が性

染色体のDNAに刻まれているのでしょう

か？私たちは「陸上植物の祖先」と言わ

れているゼニゴケを使ってこの疑問に答

えようとしています。

ゼニゴケでは、Ｘ、Ｙどちらの性染色体を

持つかによって雌株（メス）になるか、雄

株（オス）になるかが決められます。ゼニ

ゴケの性染色体は、他の生物種の性染

色体に比べて非常に小さいことから、染

色体全体のDNA情報を調べるのに最も

適した性染色体といえます。また、ゼニゴ

ケの進化的な位置づけを考えると、さま

ざまな生物の性染色体のなかで最も原

始的な部分を残しているかもしれません。

こうしたことから、性のしくみや、それがど

のように進化してきたのかを考えるための

モデル生物として、ゼニゴケが注目され

ています。

私たちは、このゼニゴケの性染色体の全

DNA情報を解読することで、性のしくみ

とその進化を理解しようとしています。
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（図1）ホヤ（カタユウレイボヤ）の成体

（図2）カタユウレイボヤのオタマジャクシ型幼生の脳神経系
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（図1）メダカ成体 （図2）メダカ突然変異体
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ゼニゴケの生殖器官と性染色。

ゼニゴケのＹ染色体（♂性染色体）。黄色く光ってい
る部分はＹ染色体のみに存在する。


